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評
議
会
に
お
い
て
、
各
地
区
か
ら
の
提

言
を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
、
新
た
な

優
先
課
題
を
確
定
す
る
と
共
に
、
宣
教

宣
言
を
作
成
し
ま
す
。

四
、
十
月
に
行
わ
れ
る
百
周
年
記
念
教
区

大
会
に
向
け
、
何
ら
か
の
方
法
で
一
人

ひ
と
り
が
宣
教
宣
言
に
自
ら
も
賛
同
し

取
り
組
む
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
そ
の
宣
教
宣
言
な
ど
を
印

刷
し
た
用
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
が
署
名
し
、

ま
た
裏
面
に
は
自
ら
の
取
り
組
み
の
希

望
や
決
意
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
し
、

そ
れ
を
教
区
大
会
中
に
ま
と
め
て
奉
献

す
る
な
ど
。

参　

考

　

宣
教
宣
言
は
優
先
課
題
と
共
に
記
し
た

と
し
て
も
A
4
一
枚
を
超
え
な
い
程
度
の

簡
潔
で
短
い
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

宣
教
宣
言
に
は
簡
潔
に
と
は
言
え
、
い

く
つ
か
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
た
ま
た
ま

検
索
し
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
教
区
の
司
牧
計

画
事
務
教
区
の
指
針
か
ら
）

一
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
立
場
を
明
ら
か
に

す
る
文
章

（
例
え
ば
「
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
カ

ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
は
…
」）

二
、
大
切
に
す
る
価
値
観
や
信
じ
る
と
こ

ろ
、
自
分
た
ち
の
存
在
の
意
味
な
ど
の

目
的
を
明
記
す
る
文
章

（
例
え
ば
「
私
た
ち
は
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
弟
子
と
し
て
福
音
的
価
値
を
こ

の
地
で
生
き
て
い
こ
う
と
決
意
し
て
い

ま
す
」
な
ど
）

三
、
何
を
し
た
い
の
か
、
誰
の
た
め
に
す
る

の
か
な
ど
、
行
動
を
明
確
に
す
る
文
章

（
例
え
ば
「
私
た
ち
は
以
下
の
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
」
な
ど
）

四
、
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
今
後
強
め

て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
に
つ
い

て
触
れ
る
文
章

（
例
え
ば
「
私
た
ち
は
…
で
あ
り
た
い
」

な
ど
）

補　

足

　

単
に
優
先
課
題
の
ふ
り
返
り
と
い
っ
て

も
話
し
合
い
は
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
か

ら
、
い
く
つ
か
の
質
問
事
項
を
用
意
し
て

み
ま
し
た
。

〈
教
区
優
先
事
項
の
ふ
り
返
り
の
た
め
に
〉

一
、
現
在
の
新
潟
教
区
の
優
先
課
題
は
次

の
3
点
で
す

A　

世
代
や
国
籍
を
超
え
た
交
わ
り
の

共
同
体
を
構
築
す
る

B　

教
区
全
体
の
情
報
共
有
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
み
出
す

C　

継
続
し
た
信
仰
養
成
を
充
実
さ

せ
、
成
熟
し
た
信
仰
者
へ
の
脱
皮
を

図
る

二
、
こ
の
優
先
課
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

教
区
で
具
体
的
に
何
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
、
こ
の
優
先
課
題
を
具
体
化
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
小
教
区
で
は
ど
ん
な
取

り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
か
。

四
、
こ
の
優
先
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
地
域
に
お
け
る
福
音
宣
教
に
プ
ラ

ス
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
。

　

菊
地
司
教
は
先
の
年
頭
司
牧
書
簡
で
、

教
区
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
秋
田
、

山
形
、
新
発
田
、
新
潟
、
長
岡
の
各
地
区

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
に
お
け
る

「
新
し
い
宣
教
」
の
可
能
性
を
追
求
し
て

ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
ら
れ
、
三
つ
の
教
区

優
先
課
題
を
見
直
す
意
向
を
示
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
回
の
書
簡
で
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
福
音
宣
教
者
で
あ
る
と
の

意
思
表
示
の
た
め
、
教
区
宣
教
宣
言
の
作

成
に
取
り
組
む
と
次
の
よ
う
に
呼
び
掛
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
全
文
掲
載
）

目　

的

　

教
区
創
立
百
周
年
に
あ
た
り
、
新
潟
教

区
全
体
と
し
て
の
福
音
宣
教
へ
の
取
り
組

み
の
姿
勢
を
文
書
と
し
て
明
示
し
、
同
時

に
教
区
の
共
同
体
を
構
成
す
る
一
人
ひ
と

り
が
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
も
福
音
宣
教
へ

取
り
組
む
と
い
う
意
思
表
示
を
行
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
教
区
全
体
の
福
音
宣

教
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、

小
教
区
共
同
体
の
育
成
に
資
す
る
も
の
と

す
る
事
も
目
指
し
ま
す
。

方　

法

一
、
す
で
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
教

区
の
三
つ
の
優
先
課
題
の
見
直
し
を
各

小
教
区
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

れ
を
通
じ
て
、
各
小
教
区
共
同
体
の
こ

れ
ま
で
の
あ
り
方
を
ふ
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
時
代
に
、
ど
の
よ
う
に

福
音
宣
教
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
、
新
た
な
優
先
課
題
へ
の
提
言

と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
、
各
小
教
区
か
ら
の
提
言
を
地
区
で
ま

と
め
、
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
へ
の
提

案
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
二
〇
一
二
年
七
月
の
教
区
宣
教
司
牧
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五
、
右
記
四
に
「
プ
ラ
ス
が
あ
っ
た
」
と

こ
た
え
ら
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
っ
た
の
か
具
体
的
に
教
え
て
く

だ
さ
い
。

六
、
右
記
四
に
「
効
果
が
な
か
っ
た
」
と

こ
た
え
ら
れ
た
場
合
、
な
ぜ
プ
ラ
ス
と

な
ら
な
か
っ
た
の
か
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

七
、
そ
れ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
福
音
宣
教
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
か
。

八
、
そ
の
取
り
組
み
は
実
際
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
。
い
な
い
場
合
は
、
実
現
で

き
な
い
理
由
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

九
、
小
教
区
共
同
体
を
育
成
す
る
こ
と
が

福
音
宣
教
に
つ
な
が
る
と
司
教
は
し
ば

し
ば
語
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

十
、
私
た
ち
は
教
会
以
外
の
人
た
ち
に
、

私
た
ち
自
身
の
生
き
方
を
ど
の
よ
う
に

示
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

十
一
、
私
た
ち
の
教
会
は
、
そ
の
示
し
た

い
姿
を
具
体
的
に
提
示
で
き
て
い
ま

す
か
。

十
二
、
仮
に
で
き
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ

を
遮
っ
て
い
る
課
題
は
何
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
は
何
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

十
三
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
の
共
同
体
の

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
た
め
に
、
地

区
や
教
区
に
は
何
が
で
き
る
と
お
考

え
で
す
か
。

十
四
、
新
潟
教
区
に
欠
け
て
い
る
も
の
は

何
だ
と
お
感
じ
で
す
か
。
人
材
で
す

か
、
司
祭
で
す
か
、
財
産
で
す
か
、

若
者
で
す
か
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま

せ
ん
が
欠
け
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

十
五
、
新
潟
教
区
の
持
っ
て
い
る
可
能
性

や
財
産
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。以

上

カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
創
立
百
周
年

「あなたたちに平安があるように。
父がわたしをお遣わしになったように、
わたしもあなたたちを遣わす」。

（ヨハネ20章21節）



2012（平成24）年 5月31日 カトリック　新潟教区報 第246号

…2…

（　

）
内
は
こ
れ
ま
で
の
任
務

第
一
次
（
四
月
一
日
付
け
任
命
）

《
山
形
地
区
》

▼
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ス
リ
ワ
ル
ヨ
師　

　

鶴
岡
教
会
・
酒
田
教
会
主
任
兼
任
（
つ

く
ば
教
会
協
力
）

▼
川
俣
巳
三
男
師　

鶴
岡
教
会
・
酒
田
教

会
助
任
兼
任
（
友
部
教
会
担
当
）

《
教
区
外
へ
転
出
》

▼
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
ネ
ガ
ン
師
（
鶴
岡
教

会
・
酒
田
教
会
主
任
兼
任
）

第
二
次
（
四
月
一
日
付
任
命
）

《
秋
田
地
区
》

▼
バ
ヴ
ォ
ー
ル
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
師　

　

秋
田
教
会
助
任
（
日
本
語
研
修
）

　

カ
ト
リ
ッ
ク
新
潟
教
区
の
会
計
年
度
は

一
月
一
日
〜
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
一
年

間
で
す
。
二
〇
一
一
年
度
の
決
算
は
三
月

開
催
の
司
教
顧
問
会
、
司
祭
評
議
会
に
報

告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
例
年
ど
お

り
小
教
区
と
教
区
本
部
の
一
般
会
計
の
収

支
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

所
轄
で
あ
る
文
化
庁
、
新
潟
税
務
署
に

も
報
告
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

小
教
区
一
般
会
計
の
収
支
状
況

　

経
常
収
支
は
六
八
〇
万
円
の
赤
字

　

総
計
で
は
特
別
会
計
か
ら
の

　
　
　

組
入
れ
で
五
九
〇
万
円
の
黒
字

　

小
教
区
の
決
算
は
、
各
教
会
か
ら
一
二

月
末
の
決
算
書
を
送
付
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
度
の
教
会
維
持
費
、
献

金
、
寄
付
金
等
直
接
信
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
金
額
と
寄
付
金
、
事

業
収
入
等
を
合
算
し
た
経
常
収
入
額
は
一

億
六
、二
四
〇
万
円
、
特
別
会
計
を
取
崩

し
一
般
会
計
へ
組
入
れ
た
額
等
を
加
え
た

総
収
入
額
は
一
億
九
、六
二
〇
万
円
で
し

た
。
前
年
度
に
比
べ
経
常
収
入
額
は

三
、六
九
〇
万
円
減
少
、
総
収
入
額
で
一

億
二
、八
五
〇
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

　

経
常
支
出
額
は
一
億
六
、九
二
〇
万
円
、

建
物
等
の
取
得
と
特
別
会
計
へ
の
振
替
等

を
加
え
た
総
支
出
額
は
一
億
九
、〇
四
〇

万
円
で
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
経
常
支
出

額
は
三
、五
四
〇
万
円
の
増
加
、
総
支
出

額
で
は
一
億
一
、九
二
〇
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
比
大
口
増
減
の
要
因
は
収
入
、

支
出
と
も
一
部
の
教
会
で
聖
堂
・
司
祭
館

の
新
築
・
建
替
・
改
修
が
行
わ
れ
、
そ
の

寄
付
金
と
建
設
積
立
金
等
特
別
会
計
か
ら

の
組
入
額
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
た
め

で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
一
一
年
度
新
庄
教
会
で
震

災
時
地
盤
が
崩
落
し
た
た
め
補
強
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
工
事
費
と
し
て

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
か
ら
八
〇
〇
万

円
の
援
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

収
入
か
ら
支
出
を
差
引
い
た
収
支
額

は
、
経
常
収
支
額
で
は
六
八
〇
万
円
の
赤

字
、
総
額
ベ
ー
ス
の
収
支
額
は
五
九
〇
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
経
常
収
支
の

赤
字
分
は
特
別
会
計
を
取
崩
し
て
充
当
し

て
お
り
、
特
別
会
計
の
繰
越
残
高
が
前
年

比
七
四
〇
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

特
記
事
項

・
教
会
維
持
費
、
ミ
サ
献
金
等
の
献
金
収

入
が
前
年
度
比
二
〇
〇
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。
厳
し
い
財
務
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
で
五
年

ぶ
り
に
献
金
収
入
が
増
加
い
た
し
ま
し

た
。

・
教
会
建
物
の
老
朽
化
等
で
補
修
・
補
強

を
要
す
る
話
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

司
祭
人
事

2012年度　教区・地区行事予定（４月～）
（実施日空欄は５/１現在未定）

行　　　　　　事 実施日 実施区

４月 聖香油ミサ 3日 教区

５月 佐渡キリシタン塚巡礼 12～13日 新潟地区

愛の街頭募金 20日 新潟地区

信徒養成講座 20日 秋田地区

６月 地区信徒大会 3日 長岡地区

７月 宣教司牧評議会 16日 教区

教会学校錬成会 14～16日 秋田地区

信徒養成講座 秋田地区

８月 小中学生合宿 5～7日 長岡地区

中高生合宿 長岡地区

サマースクール 山形地区

９月 信徒養成講座 秋田地区

10月 教区100周年 記念ミサ・祝賀会 7日 教区

教区100周年 記念教区大会 8日 教区

地区代表者会議 21日 長岡地区

婦人の集い 27日 長岡地区

地区の墓参と清掃 新潟地区

（月未定）十字架祭 秋田地区

《
新
発
田
地
区
》

▼
坂
本
耕
太
郎
師　

加
茂
教
会
主
任
（
新

潟
教
会
助
任
・
加
茂
教
会
小
教
区
管
理

者
）

《
新
潟
地
区
》

▼
山
頭
泰
種
師　

亀
田
教
会
・
白
根
教
会

主
任
兼
任
（
亀
田
教
会
主
任
・
白
根
教

会
小
教
区
管
理
者
）

▼
エ
デ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
ナ
ジ
師　

新
潟

教
会
助
任
（
名
古
屋
教
区
よ
り
転
入
）

《
長
岡
地
区
》

▼
高
橋
学
師　

表
町
教
会
・
福
住
教
会
主

任
兼
任
（
表
町
教
会
・
福
住
教
会
・
十

日
町
教
会
主
任
兼
任
）

▼
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
ロ
レ

ン
ゾ
師　

表
町
教
会
・
福
住
教
会
助
任

兼
任
（
表
町
教
会
・
福
住
教
会
・
十
日

町
教
会
助
任
兼
任
）

▼
佐
藤
勤
師　

十
日
町
教
会
小
教
区
管
理

者
（
教
区
本
部
付
）

▼
ブ
ル
ー
ノ
・
フ
ァ
ブ
リ
師　

糸
魚
川
教

会
主
任
（
糸
魚
川
協
会
協
力
）

▼
フ
ー
ベ
ル
ト
・
ネ
ル
ス
カ
ン
プ
師　

直

江
津
教
会
・
高
田
教
会
主
任
兼
任
（
直

江
津
教
会
主
任
・
高
田
教
会
小
教
区
管

理
者
）

《
教
区
外
へ
の
転
出
及
び
退
任
》

▼
フ
ェ
ル
デ
ィ
マ
ー
ル
・
フ
ァ
ミ
ニ
ア
ラ

ガ
オ
師
（
表
町
教
会
・
福
住
教
会
・
十

日
町
教
会
助
任
兼
任
）

▼
ア
ド
リ
ア
ヌ
ス
・
ハ
ヨ
ン
師
（
秋
田
教

会
助
任
）

▼
オ
デ
ィ
ロ
ン
金
一
師
（
土
崎
教
会
助

任
）

▼
マ
リ
オ
・
カ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
師
（
高
田
教

会
主
任
）

▼
ド
ミ
ニ
コ
・
ガ
ン
ド
ル
フ
ィ
師
（
糸
魚

川
教
会
主
任
）

新
潟
教
区

 

二
〇
一
一
年
度 

決
算
報
告
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す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
早
め

の
維
持
管
理
の
手
当
て
と
資
金
手
当
て

が
課
題
で
す
。
特
に
小
人
数
の
教
会
は

深
刻
で
す
。

参
照
資
料

・
資
料
1
「
教
区
財
政
資
金
収
支
の
流

れ
」

・
資
料
2
「
小
教
区
一
般
会
計
収
支
計
算

書
」

教
区
本
部
一
般
会
計
の
収
支
状
況

　

実
質
九
〇
万
円
の
赤
字

　

前
年
度
と
前
々
年
度
の
実
質
収
支
額
は

五
〇
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
二
〇
一
一

年
度
は
九
〇
万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
し

た
。

　

二
〇
一
一
年
度
の
収
入
総
額
は
、
各
小

教
区
か
ら
送
金
さ
れ
た
教
区
維
持
費
、
司

祭
活
動
費
、
一
粒
会
費
等
の
負
担
金
収
入

と
司
祭
寄
付
金
、
一
般
寄
付
金
等
を
加
え

た
収
入
合
計
額
は
五
、八
六
〇
万
円
で
し

た
。
前
年
度
に
比
べ
一
九
〇
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

　

支
出
額
総
額
は
五
、二
八
〇
万
円
、
前

年
度
比
七
〇
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

前
年
度
比
大
口
増
減
内
容
を
項
目
別
で

み
る
と
収
入
で
は
司
祭
寄
付
金
二
九
〇
万

円
増
、
一
般
寄
付
金
等
四
七
〇
万
円
増

（
中
央
協
議
会
か
ら
新
庄
教
会
へ
震
災
援

助
金
八
〇
〇
万
円
）、
そ
の
他
収
入
六
九

〇
万
円
減
（
前
年
度
新
潟
市
道
路
拡
張
整

備
計
画
に
よ
る
土
地
売
却
八
九
〇
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
祭
儀
費
等
一
、〇
二
〇
万
円

増
（
中
央
協
議
会
か
ら
新
庄
教
会
へ
の
震

災
援
助
金
八
〇
〇
万
円
本
部
経
由
で
送

金
）、
そ
の
他
支
出
一
、〇
八
〇
万
円
減

（
前
年
度
新
潟
市
道
路
拡
張
整
備
計
画
に

よ
る
土
地
売
却
八
九
〇
万
円
特
別
会
計
へ

振
替
）
が
主
な
内
容
で
す
。

　

収
入
総
額
か
ら
支
出
総
額
の
差
引
は
五

八
〇
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
司
祭
寄
付
金
等
と
司
祭
人
件
費
」
と
「
一

粒
会
負
担
金
と
神
学
生
養
成
費
」
を
一
般

会
計
で
処
理
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

収
支
残
高
を
差
引
く
と
実
質
一
般
会
計
の

収
支
額
は
九
〇
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。

参
照
資
料

・
資
料
3
「
教
区
本
部
一
般
会
計
収
支
計

算
書
」

【
特
別
会
計
の
収
支
状
況
】

　

特
別
会
計
と
し
て
処
理
し
て
い
る
「
一

粒
会
会
計
」、「
建
設
・
共
済
基
金
会
計
」

の
決
算
状
況
と
指
定
献
金
の
本
部
送
金
額

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
粒
会
会
計

　

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
司
祭
召
命
と
司
祭

育
成
の
た
め
の
収
支
を
別
会
計
で
処
理
し

て
お
り
ま
す
。
当
年
度
の
収
入
額
は
五
四

〇
万
円
、
支
出
額
は
一
六
〇
万
円
、
収
支

残
高
は
三
八
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
末
の
一
粒
会
の
基
金
残

高
は
二
、九
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
照
資
料

・
資
料
4
「
一
粒
会
会
計
収
支
状
況
」

建
設
・
共
済
基
金
会
計

　

共
済
基
金
は
一
九
七
一
年
に
各
小
教
区

か
ら
基
金
を
出
し
合
い
プ
ー
ル
し
、
そ
の

資
金
を
教
会
施
設
の
建
設
資
金
等
と
し
て

融
資
し
合
う
と
い
う
目
的
で
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
度
末
の
基
金
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
基
金
総
額　

一
億
七
、〇
〇
〇
万
円

・
融
資
残
高　

一
億
六
〇
万
円

・
預
貯
金
等
残
高　

六
、九
四
〇
万
円

指
定
献
金

　

各
小
教
区
か
ら
送
金
い
た
だ
い
た
金
額

は
総
額
で
一
、〇
七
〇
万
円
で
す
。
う
ち

一
〇
〇
周
年
の
特
別
献
金
は
五
四
〇
万
円

で
、
前
年
度
分
を
合
算
し
ま
す
と
六
一
〇

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

参
照
資
料

・
資
料
5
「
指
定
献
金
・
特
別
献
金
受
入

一
覧
」

決
算
総
括

　

決
算
数
字
の
上
か
ら
明
ら
か
の
よ
う

に
、
教
区
全
体
は
信
徒
の
献
金
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
銘
記

し
財
政
運
営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
信
徒
、

司
祭
の
高
齢
化
や
昨
今
の
経
済
情
勢
か
ら

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
今
後
は
慢
性
的
な
赤
字
財
政
予
算
を

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
司
教
館
、
教
区

本
部
事
務
所
の
建
設
計
画
が
間
も
な
く
具

体
化
さ
れ
、
建
設
資
金
の
協
力
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
た
対
応
に
つ

い
て
引
続
き
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
各
小
教
区
の
主
任
司
祭
を

始
め
信
徒
の
皆
様
の
教
区
財
政
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
教
区
事
務
局
長　

大
瀧
浩
一
）

修道会・学校法人負担金 200万円
司祭寄付金収入 1,540万円
その他の寄付金 1,170万円
その他 690万円

資 料 1 2011年度　教区財政資金収支の流れ（金額は10万円単位の概数）

合計額　　　　1億4,840万円

合計額　1,400万円
合計額　3,600万円

合計額　　　　3,540万円

〈内訳〉
・教会維持費等献金 8,910万円
・指定献金 600万円
・一粒会献金 450万円
・寄付金 4,420万円
・その他 460万円

事業収入 110万円
補助金収入 70万円
バザー売上 70万円
受取利息 10万円
特別寄付金 1,140万円

教　

区　

の　

皆　

さ　

ん

各　小　教　区（一般）
収入総額　１億9,620万円
　〈内訳〉
　経常収入　１億6,240万円
　（献金、寄付金等の通常の収入）
　財務収入　3,380万円
　（特別会計から取崩、借入金等の収入）

支出総額　１億9,040万円
　〈内訳〉
　経常支出　1億6,920万円
　（教会活動のための一般の経費等支出）
　財務支出　2,120万円
（建物の改修、特別会計へ振替等の支出）

〈内訳〉
・教区維持費 1,090万円
・一粒会負担金 500万円
・司祭活動負担金 670万円

・指定・特別献金 1,070万円
・共済基金・教区協基金負担金
 210万円

教区本部（一般会計）
収入　　　5,860万円
支出　　　5,280万円

一粒会収支差額　340万円
司祭人件費差額　330万円

一粒会会計・司祭会計
（司祭人件費）

指定献金先

共済基金会計・教区協基
金会計・100周年会計
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資 料 ２ 2011年度　小教区一般会計収支計算書資 料 ３ 2011年度　教区本部一般会計収支計算書
（単位 ： 千円）

項　　　　　　目 2011年度 2010年度 増減額

献金収入 89,078 87,055 2,023

　教会維持費収入 48,777 48,578 199

　ミサ献金収入 24,032 22,590 1,442

　一般・臨時献金収入 5,144 5,748 －604

　祭儀献金収入 4,586 4,278 308

　司祭活動献金収入 6,539 5,861 678

指定献金収入 6,036 6,041 －5

一粒会献金収入 4,543 4,772 －229

寄付金収入 55,597 76,452 －20,855

事業収入 1,143 1,085 58

その他の経常収入 6,038 23,946 －17,908

経 常 収 入 計 162,435 199,351 －36,916

財務収入 33,798 125,384 －91,586

収　入　合　計 196,233 324,735 －128,502

宗教活動費 59,974 55,679 4,295

指定献金支出 7,107 6,319 788

一粒会献金支出 4,609 4,781 －172

事務運営費 35,295 39,408 －4,113

人件費 7,753 7,836 －83

維持管理費 53,743 19,205 34,538

事業支出 277 228 49

その他の経常支出 442 381 61

経 常 支 出 計 169,200 133,837 35,363

財務支出 21,166 175,699 －154,533

支　出　合　計 190,366 309,536 －119,170

全体収支差額 5,867 15,199 －9,332

経常収支差額 －6,765 65,514 －72,279

次年度繰越金 105,243 99,376 5,867

（単位 ： 千円）
項　　　　　　目 2011年度 2010年度 増減額

負担金収入 24,627 23,457 1,170

教区負担金（教区維持費） 10,959 11,068 －109

司祭活動負担金 6,708 5,720 988

一粒会負担金 4,975 4,684 291

学校法人･修道会負担金 1,985 1,985 0

寄付金収入 27,032 19,426 7,606

司祭寄付金 15,370 12,490 2,880

一般寄付金等 11,662 6,936 4,726

献金収入 2,902 2,905 －3

その他の収入 4,010 10,879 －6,869

収　入　合　計 58,571 56,667 1,904

宗教活動費 19,026 9,012 10,014

神学生養成費 1,452 1,611 －159

祭儀費等 17,574 7,401 10,173

事務運営費 6,201 6,437 －236

人件費 26,774 25,064 1,710

司祭人件費（含法定福利費） 18,766 17,511 1,255

職員人件費 8,008 7,553 455

その他の支出 761 11,511 －10,750

支　出　合　計 52,762 52,024 738

① 収 支 差 額 5,809 4,643 1,166

〈司祭寄付金等と司祭人件費〉

司祭寄付金・司祭活動負担金 22,078 18,210 3,868

司祭人件費（含法定福利費） 18,766 17,511 1,255

②司祭人件費等収支額 3,312 699 2,613

〈一粒会負担金と神学生養成費〉

一粒会負担金等 4,975 5,284 －309

神学生養成費 1,452 1,611 －159

地区練成会等補助 105 189 －84

③一粒会収支額 3,418 3,484 －66

実質収支額（①－②－③） －921 460 －1,381

資 料 ４ 2011年度　一粒会会計収支状況
〈本部受入分〉

（単位：千円）

項　　　　　　目 2011年度 2010年度 増減額

前年度資金残高 25,281 21,328 3,953

〈2011年度の収支額〉

一粒会費収入額 4,975 4,684 291

神学生のための特別献金 0 600 －600

司祭育成の日献金教区組入額 396 470 －74

収　入　額　計 5,371 5,754 －383

神学生養成費 1,452 1,611 －159

練成会等補助 105 190 －85

支　出　額　計 1,557 1,801 －244

2011年度収支額 3,814 3,953 －139

2011年度末資金残高 29,095 25,281 3,814

資 料 ５ 2011年度　指定献金・特別献金受入一覧
〈本部受入分〉

（単位：千円）

項　　　　　　目 2011年度 2010年度 増減額

カトリック児童福祉の日献金 991 1,247 －256

教区青少年の日献金 354 360 －6

四旬節愛の献金 1,486 1,464 22

聖地のための献金 249 260 －11

世界広報の日献金 368 362 6

聖ペトロ使徒座への献金 496 428 68

世界難民移住移動者の日献金 378 440 －62

世界宣教の日献金 404 360 44

宣教地司祭育成の日献金 496 570 －74

教区100周年特別献金 5,432 650 4,782

合　　計　　額 10,654 6,141 4,513
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地
区
便
り

　

四
月
一
日
（
枝
の
主
日
）
に
、

新
潟
教
区
百
周
年
の
事
前
記
念
事

業
で
あ
る
「
十
字
架
リ
レ
ー
」
の

十
字
架
と
リ
レ
ー
ノ
ー
ト
が
長
井

教
会
の
二
人
の
信
徒
に
よ
っ
て
山

形
教
会
に
届
け
ら
れ
た
。
ち
ょ
う

ど
聖
週
間
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
引
き
継
が
れ
る
恵
み
を
い
た
だ

い
た
。
十
字
架
が
聖
堂
の
祭
壇
に

掲
げ
ら
れ
、
山
形
に
留
ま
る
二
週

間
の
間
、
多
く
の
信
徒
が
思
い
思

い
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

四
月
八
日
（
復
活
の
主
日
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
ら
れ
た
神
父

と
神
学
生
、
そ
し
て
前
日
の
復
活

徹
夜
祭
で
洗
礼
の
恵
み
を
受
け
、

新
た
な
信
仰
共
同
体
と
な
っ
た
二

人
を
迎
え
、
主
の
復
活
を
祝
う
ミ

サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。
今
年
は
例
年

に
な
い
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
大
変

な
冬
だ
っ
た
の
で
、
な
お
さ
ら
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
「
復
活
祭
」
の

喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

　

四
月
十
五
日
（
神
の
い
つ
く
し

み
の
主
日
）、
十
字
架
と
約
三
十

人
の
信
徒
を
乗
せ
た
バ
ス
は
新
庄

へ
。
途
中
か
ら
辺
り
の
景
色
は
白

い
世
界
へ
と
変
わ
り
、
教
会
周
辺

も
二
メ
ー
ト
ル
近
い
雪
が
ま
だ

残
っ
て
い
た
。
教
会
へ
続
く
坂
道

を
、
十
字
架
を
先
頭
に
進
む
と
、

聖
歌
で
迎
え
る
新
庄
教
会
の
信
徒

の
姿
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
歌
声

は
「
十
字
架
リ
レ
ー
」
と
と
も
に

や
っ
て
き
た
遅
い
春
を
喜
ぶ
か
の

よ
う
に
。

　

昨
年
発
生
し
た
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
目
の
三

月
十
一
日
（
日
）、
土
崎
教
会
と
合
同
の
追
悼
ミ
サ
が
、

菊
地
司
教
様
を
お
迎
え
し
て
秋
田
教
会
聖
堂
で
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
降
り
始
め
た
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の

信
徒
が
詰
め
か
け
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
祈
り
ま
し

た
。

　

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
責
任
司
教
と
し
て
、
世
界
各
地

の
救
援
事
業
に
携
わ
り
な
が
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
と
し

て
、
被
害
を
受
け
た
現
場
で
は
時
間
が
経
つ
と
と
も
に

多
く
の
人
々
の
興
味
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
経
験
し

て
き
て
い
る
こ
と
、
人
間
と
い
う
存
在
が
い
か
に
移
り

気
な
の
か
を
戒
め
な
が
ら
思
い
を
新
た
に
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
こ
と
や
、
私
た
ち
が
こ
の
一
年
の
経
験
を

 
犠
牲
者
追
悼
と

　

復
興
祈
願
ミ
サ

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

秋田地区

春
を
連
れ
て
き
た
十
字
架
リ
レ
ー

山形地区

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
・
パ
ウ
ロ
神
父

と
申
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
田
教
会
で
助
任
司
祭
の
一

人
と
し
て
働
か
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
私
の
出
身
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ロ
バ

キ
ア
に
あ
る
ポ
ワ
ズ
ス
カ
ー
ビ
ス
テ
リ
ツ
ァ
と
い
う
名

前
の
町
で
す
。
二
十
二
歳
で
神
言
会
に
入
っ
た
ば
か
り

の
こ
ろ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
南
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
国
へ
宣
教
者
と
し
て
行
か
せ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
て
、
自
分
の
心
を
準
備
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
神
様
の
計
画
で
日
本
で
し
た
。
ま
た
神
学
生
の

時
、
日
本
に
つ
い
て
本
を
読
ん
だ
り
、
音
楽
を
聴
い
た

り
始
め
た
ら
、
日
本
の
こ
と
が
す
べ
て
好
き
に
な
り
ま

通
じ
て
、
根
底
に
あ
る
べ
き
心
の
価
値
観
と
人
間
の
命

の
絆
と
を
結
び
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

信
仰
の
言
葉
、
行
い
を
通
じ
て
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と

り
が
し
っ
か
り
と
証
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
こ
と
等
を
、

ミ
サ
の
中
の
お
説
教
で
私
達
に
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

 

よ
う
こ
そ
、

　
　

パ
ウ
ロ
神
父
様
！

し
た
。
昔
か
ら
大
ぜ
い

の
外
国
か
ら
来
た
司
祭

た
ち
が
勤
め
る
秋
田
教

会
は
、
せ
っ
か
く
習
っ

た
日
本
語
の
多
様
性
を

初
め
、
様
々
な
国
に

よ
っ
て
特
徴
的
な
習
慣

な
ど
を
経
験
し
た
こ
と

で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ロ

バ
キ
ア
の
出
身
で
ス
ロ
バ
キ
ア
語
の
発
音
で
話
す
日
本

語
は
皆
さ
ん
が
お
聞
き
に
な
る
始
め
て
の
経
験
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
心
の
ひ
ろ
さ
は
何
で

も
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
叙
階
さ
れ

て
、
も
う
じ
き
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
教
会
に
任
命
さ

れ
た
の
は
初
め
て
、
今
か
ら
で
す
。
こ
の
新
し
い
時
に

向
か
っ
て
、
神
様
に
感
謝
し
な
が
ら
は
じ
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写真左上／４月１日（枝の主日）に長井教会から山形教会に十字架リレーの「十字架」が届けられる。
写真左下／４月15日（神のいつくしみの主日）に新庄教会へ十字架が引き継がれる。
写真右／４月８日（復活の主日）十字架リレーの「十字架」とともにミサ後に記念撮影。
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テ
ー
マ
「
新
潟
教
区
創
立
百
年
と
今
後
の
百
年
」

　

二
〇
一
二
年
三
月
二
十
四
日
（
土
）
亀
田

教
会
を
会
場
と
し
て
、
主
司
式
及
び
基
調
講

演
に
菊
地
司
教
様
を
お
招
き
し
、
開
催
し

た
。
地
区
小
教
区
の
四
旬
節
黙
想
会
な
ど
と
重
な
り

参
加
者
は
五
十
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
大
会
は
午
前
十

時
半
か
ら
菊
地
司
教
、
山
頭
神
父
、
町
田
神
父
の
共
同

司
式
の
ミ
サ
で
始
ま
っ
た
。
菊
地
司
教
は
説
教
の
中

で
、
教
区
は
知
牧
区
設
立
か
ら
百
年
を
迎
え
る
が
単
に

お
祝
い
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
歴
史
を

振
り
返
り
、
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
を
通
し
て
考
え
「
教
会

の
あ
る
べ
き
姿
を
」「
私
た
ち
の
役
割
を
」「
将
来
に
何

を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
語
ら
れ
た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、
十
三
時
か
ら
聖
堂
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
、
菊
地
司
教
は
数
年
前
か
ら
活

動
の
目
標
と
し
て
い
る
教
区
の
三
つ
の
優
先
課
題
に

つ
い
て
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
振
り
返
ら
れ
た
後
、
こ
の

教
区
百
周
年
を
契
機
に
新
た
な
優
先
課
題
の
作
成
を

新発田地区・新潟地区

ニ
ュ
ー
ス
・
シ
ョ
ー
ト
！　

シ
ョ
ー
ト
！

長岡地区☆
第
七
回
信
徒
養
成
講
座
開
催

　

二
月
十
二
日
（
日
）
高
田
教
会
を
会
場
に
し
て
開
催

し
た
。
講
師
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
神
父
様
（
フ
イ
リ
ピ
ン
共

同
指
導
司
祭
）
を
お
迎
え
し
「
外
国
人
か
ら
観
た
日
本

の
教
会
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
七
十
四
名
で
あ
っ
た
。

☆
糸
魚
川
教
会
に
来
ら
れ
て
十
九
年
間
私
た
ち
を
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
神
父
様
が
イ
タ
リ
ア
に
一

時
帰
国
を
さ
れ
ま
し
た
。
お
別
れ
会
を
し
ま
し
た
。

☆
高
田
教
会
の
マ
リ
オ
神
父
様
も
異
動
と
な
り
、
五
月

二
〇
一
二
年　

新
潟
地
区
信
徒
大
会
開
催

模
索
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
、
各
小

教
区
に
見
直
し
の
た
め
の
話
し
合
い
を
し
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
多
く
の
人
か
ら
多
く
の
意
見

を
出
し
て
ほ
し
い
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

講
話
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
教
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
の
共
有
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
色
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
新
潟
地
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
総
会
を
も
っ

て
閉
会
し
た
。

五
日
「
神
父
様
を
囲
ん
で

ご
指
導
い
た
だ
く
会
」
を

し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

新　潟　司　教　区　統　計
（2011年12月31日現在）
１．概　　　　　　　　況

（教区人口比：0.16％）
面　　積   28,652km2 信者総数   7,264人
人　　口   4,645,193人 求 道 者   78人

２．人　　員　　構　　成
司　　教   1 聖霊奉侍布教修道女会　邦人   5
教区司祭　邦人   15 　　　　　　　　　　　外国人   3
　　　　　外国人   1 聖心の布教姉妹会　邦人   39
　　助祭　邦人   0 マリアの宣教者
神言会員　邦人   5 　フランシスコ修道会　邦人   4
　　　　　外国人   8 無原罪の聖母フランシスコ姉妹会　邦人   0
フランシスコ会員　外国人   5 　　　　　　　　　　　　　　　　外国人   3
　　　　　　　　　邦人（修道士含む）   2 オタワ愛徳修道女会　邦人   4
  　　　　　　　　　　外国人   0 
イエズス・マリアの聖心会員　邦人   2  
　　　　　　　　　　　　　　外国人   1 聖クララ会　邦人   7
他教区から派遣司祭　邦人   1  
　　　　　　　　　　外国人   2 聖マリア在俗会　邦人   13
神 学 生　　　　　　邦人   0  

３．事　　　　　　　　業
小教区教会   31 幼稚園   27
分教会・巡回教会   5 　園児数   2,628
集会所   3 女子中学校   2
女子修道院   8 　生徒数   191
社会福祉事業  女子高等学校   2
　老人ホーム   3 　生徒数   871
　 宿泊を伴う利用者数   219 女子短期大学   2
　その他の老人福祉事業   10 　学生数   624
　 宿泊を伴う利用者数   6,406 児童福祉事業
　 宿泊を伴わない（年間のべ人数）   35,831 　保育園   7
　その他の福祉事業   2 　 園児数（年間のべ人数）   151,428
　 宿泊を伴う利用者数   29 　 宿泊を伴う利用者数   0
　 宿泊を伴わない（年間のべ人数）   0 　その他の児童福祉事業   11
  　 宿泊を伴う利用者数   268
  　 宿泊を伴わない（年間のべ人数）   23,360

４．移　　　　　　　　動
 転入 転出 死亡   109
教区内   8    7 
教区外   17    14 
その他   6    37 

教　会　名 信徒数 洗　礼 堅　信
　　　　　注１

結　婚
　

求道者幼　児 成　人
1 新　　潟 750 2 2 2 2 4
2 花　　園 392 2 2 2 1
3 青　　山 235 3 2 6 1 5
4 寺　　尾 166 1 9
5 鳥 屋 野 49 1 7 1
6 亀　　田 86 5 1
7 白　　根 16
8 佐　　渡 65
新潟地区計 1,759 8 14 13 6 20

11 新発田（村上） 278 2 2 3
12 新津（村松） 151 2
15 加　　茂 42
16 三　　条 133 2 1 3
17 見　　附 139 1 1 1
18 栃　　尾 24 1 1
新発田地区計 767 4 5 0 2 9

21 表　　町 269 2 2 1 2
22 福　　住 212
23 柏　　崎 408 3 7 6 2 9
24 直 江 津 145
25 糸 魚 川 164 3 5 1
26 十 日 町 114 3
27 高田（妙高） 746 3 6 14 1
長岡地区計 2,058 8 18 28 4 12
新潟県合計 4,584 20 37 41 12 41

31 山形（新庄） 569 6 16 2
32 酒　　田 47 1
33 米沢（長井） 131 1 2
34 鶴　　岡 193 3 1 3
山形地区計 940 6 19 1 1 8

41 注２　秋　　田 861 7 15 25
42 土　　崎 376 2 2 3
43 鹿　　角 32
44 大　　館 69 1 1 1
45 横手（上宿） 188 2
46 能　　代 44 1 2
47 本　　荘 52 1 1
秋田地区計 1,622 3 11 20 1 29
新潟教区計 7,146 29 67 62 14 78
聖職者･信徒
信者総数 7,264 ･･･聖職者数118名＋一般信徒7,146名

注1．結婚：信者同士、信者と他キリ、信者・非キリのみ
注2．秋田教会には、聖体奉仕会シスターの人数（29人）が加算されております。


